目次等 by unknown
目次等
雑誌名 東京女子医科大学雑誌
巻 88
号 2
発行年 2018-04-25
URL http://hdl.handle.net/10470/00032042
■総説　悪性腫瘍の最先端
（2）分子生物学的手法と病理診断…………………………………………………… 増井憲太… 43―  50
■原著
女性専門外来における甲状腺乳頭癌の有病率と 
診断過程についての後ろ向き解析 ……………………………………………… 近藤奈々絵・
片井みゆき・佐藤眞理子・川名正敏… 51―  56
■報告
孤立性片麻痺性片頭痛の 1例……………………………… 岩波那音・吾妻大輔・鈴木啓子・
新井麻子・松永　保・杉原茂孝… 57―  62
胃癌術後 9年目の孤立性骨格筋転移に対し根治切除し得た 1例………………… 芹澤朗子・
    谷口清章・天野久仁彦・
山田卓司・山本智子・山本雅一… 63―  67
■学会・研究会抄録
第 34 回吉岡弥生記念講演会（第 358 回東京女子医科大学学会例会） 
（平成 30 年 5 月 22 日） ……………………………………………………………………………  68　　
第 50 回東京女子医科大学・神経懇話会（平成 29 年 7 月 25 日）………………………………  69―  70
第 51 回東京女子医科大学・神経懇話会（平成 30 年 1 月 23 日）………………………………  71―  72
東京女子医科大学雑誌 第 88 巻　2号　平成 30 年 4月 25 日
Review: Malignant Tumor
(2) Molecular Genetics in the Pathological Diagnostics of Cancer
Kenta MASUI . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  43― 50
Original
Retrospective Study on the Prevalence of Malignant Disease and 
the Diagnostic Process of Papillary Thyroid Carcinoma at a Women Specific Clinic
Nanae KONDO, Miyuki KATAI,  
Mariko SATO, Masatoshi KAWANA . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  51― 56
Reports
A Case of Sporadic Hemiplegic Migraine
Naoto IWANAMI, Daisuke AZUMA, Hiroko SUZUKI, 
Asako ARAI, Tamotsu MATSUNAGA, Shigetaka SUGIHARA . . . . . . . . .  57― 62
A Case of Isolated Metastasis of Gastric Cancer to 
Skeletal Muscle 9 Years After the Initial Surgery
Akiko SERIZAWA, Kiyoaki TANIGUCHI, Kunihiko AMANO, 
Takuji YAMADA, Tomoko YAMAMOTO,  
Masakazu YAMAMOTO . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  63― 67
Proceeding
The 34th Yoshioka Yayoi Memorial Lecture (The 358th Regular Meeting of 
the Society of Tokyo Women’s Medical University) (May 22, 2018) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  68　　
JOURNAL OF TOKYO WOMEN’S MEDICAL UNIVERSITY
（TOKYO JOSHI IKADAIGAKU ZASSHI）
Volume 88 Number 2 April 25, 2018
8―50―
悪性腫瘍の最先端―掲載予定―
執筆者 所属 テーマ 掲載号
山本俊至 遺伝子医療センター （1）がんゲノム医療 88（1）
増井憲太 病理学（第一） （2）分子生物学的手法と病理診断 88（2）
橋本弥一郎 放射線腫瘍科 （3）放射線 88（3）
澤田達男 病理学（第一） （4）Liquid Bx 88（4）
高木敏男 泌尿器科 （5）ロボット手術 88（5）
塚原富士子 薬理学 （6）分子標的薬 88（6）
1．小児交互性片麻痺で発症し ATP1A3 遺伝子変異が
同定された 21 歳女性
（東京女子医科大学小児科）
西川愛子・伊藤　進・小国弘量・永田　智　
　〔はじめに〕小児交互性片麻痺（alternating hemiplegia 
of childhood：AHC）は 1971 年に症例提示をされ，2012
年に病因としてATP1A3遺伝子の変異が報告された希少
難治疾患である．今回，C927Y 変異を持つ症例について
臨床経過を報告する．〔症例〕21 歳女性．生後 2 か月時
に異常眼球運動，6 か月時から眼球偏位を伴う片側強直
発作を反復し重度精神遅滞を認めた．1 歳 2 か月時に当
科を初診し，AHC と診断した．有効治療薬とされた塩酸
フルナリジンは無効で，アマンタジン塩酸塩，抗てんか
ん薬の調整を行った．発作型は片側麻痺から全身麻痺も
伴うようになり，発作頻度は 2 週間に 1 回，数分から 4
日間持続している．16 歳の時に遺伝子変異解析で
ATP1A3 遺伝子において C927Y 変異が同定された．〔考
察〕同変異の報告は少なく，臨床型の多様性については
引き続き症例の蓄積が必要である．
2．パーキンソン病に対する新規手術療法：淡蒼球視
床路手術の可能性
（東京女子医科大学脳神経外科）
堀澤士朗・平　孝臣・川俣貴一　
　淡蒼球視床路破壊術（pallidothalamic tractotomy：
PTT）は，従来パーキンソン病に対して行われてきた視
床下核（STN）または淡蒼球内節（GPi）への脳深部刺
激術（DBS）のそれぞれの利点（レボドパ減薬が可能，
かつ直接的なジスキネジアを抑制する効果がある）を持
つ可能性が，スイスの Jeanmonod らによって報告され
た．我々は，パーキンソン病患者に対して，同様に PTT
を一側に行い，レボドパ減薬，かつジスキネジアの抑制
が得られた症例を経験したので報告する．
　症例は 68 歳女性で，小刻み歩行で発症し，内服治療開
始後14年が経過していた．Peak dose dyskinesiaとwear-
ing off が顕著となり，手術を行うこととした．ジスキネ
ジアは右半身に優位であった．術前レボドパ 1 日投与量
は 300 mg であった．OFF 時の UPDRS part 2：21，part 
3：36 であった．左 PTT を行い，翌日より著明なジスキ
ネジアの改善と，OFF 時の運動症状の改善を認めた．
OFF 時の UPDRS では part 2：75％改善，part 3：82％
改善を示した．特に合併症は認めなかった．PTT は，
第 50 回東京女子医科大学・神経懇話会
日　時：2017 年 7 月 25 日（火）18：00～20：00
場　所：東京女子医科大学　中央校舎　地下 1 階　臨床講堂（II）
一般演題　18：15～19：00 座長（脳神経外科）藍原康雄
1．小児交代性片麻痺で発症し ATP1A3 遺伝子変異が同定された 21 歳女性
 （東京女子医科大学小児科）西川愛子，伊藤　進，小国弘量，永田　智
2．パーキンソン病に対する新規手術療法：淡蒼球視床路手術の可能性
 （東京女子医科大学脳神経外科）堀澤士朗，平　孝臣，川俣貴一
3．Embolic stroke of unditermined source（ESUS）における血管内皮機能について
 （東京女子医科大学神経内科）白井優香，遠井素乃，久保田愛，安達有多子，北川一夫
4．前頭葉神経膠腫摘出術後に幻覚妄想状態を呈した 1 例 （東京女子医科大学神経精神科）松井聡子，
 河野敬明，松井健太郎，稲田　健，高橋一志，西村勝治
特別講演　19：00～20：00 座長（脳神経外科）川俣貴一
臨床および基礎からみる脳脊髄液の機能と動態
 （山王病院脳神経外科）高橋浩一
当番世話人：（東京女子医科大学脳神経外科学）　川俣貴一
共　　　催：東京女子医科大学・エーザイ（株）　　　　　
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1．四肢の震えと歩行困難を主徴とし転換性障害と診
断した 13 歳女子
（東京女子医科大学　1卒後臨床研修センター，2小
児科，3リハビリテーション科，4小児科心理室）
山岸沙衣1・大谷ゆい2・伊藤　進2・
白倉茉由子2・元栄薫子2・中務秀嗣2・
竹下暁子2・平澤恭子2・安達みちる3・
榊原みゆき4・猪子香代2・小国弘量2・永田　智2
　
　〔緒言〕四肢の震えと歩行困難を主徴とし転換性障害と
診断した 1 例を経験したので報告する．〔症例〕13 歳女
子．手足の震えと歩行の困難が出現し当科紹介入院と
なった．神経学的診察では，四肢遠位に持続する振戦・
ミオクローヌス様の不規則な震えと筋力低下を認める
も，徒手筋力検査の変動やジャンプが可能等の所見の不
一致を認めた．頭部・脊髄 MRI，髄液，神経伝導速度検
査等に異常は認めなかった．児童精神専門医および臨床
心理士との面談により，強迫的な性質，母子関係の未熟
性等が抽出され，転換性障害が強く疑われた．心理面に
は母子分離及び受容的対応，身体面にはリハビリテー
ションで介入したところ，徐々に四肢の震えが消失し歩
行が可能となった．〔考察〕本症例では環境調整，支持的
対応，理学療法により症状の改善が得られた．特に思春
期以降に発症する多彩な神経症状においては，神経学的
所見の不一致を認める場合には，転換性障害も考慮すべ
きである．
2．Compressed SENSE 併用頭部 TOF-MRA の画質評
価
（東京女子医科大学画像診断・核医学科）
阿部香代子・鈴木一史・
石㟢海子・大橋良子・坂井修二　
　〔目的〕Compressed SENSE（CS）を併用した頭部
TOF-MRA の画質評価より CS の有用性について検討し
た．〔方法〕対象は健常ボランティア 8 名．使用機器は
Philips 社製 Ingenia 3.0T．① CS と撮像時間以外の撮像
条件は同一とし，撮影時間を従来法（CS 併用なし）5
分，CS 併用法 2.5 分，2 分，1 分とした頭部 MRA，②撮
像時間を同一とし，従来法と CS 併用により空間分解能
を高く設定した頭部 MRA の視覚評価をそれぞれ行っ
第 51 回東京女子医科大学・神経懇話会
日　時：2018 年 1 月 23 日（火）18：00～20：00
場　所：東京女子医科大学　健保会館　地下 1 階　会議室
一般演題　18：15～19：00 座長（画像診断・核医学科）阿部光一郎
1．四肢の震えと歩行困難を主徴とし転換性障害と診断した 13 歳女子
 （東京女子医科大学 1 卒後臨床研修センター，2 小児科，3 リハビリテーション科，4 小児科心理室）山岸沙衣1，
 大谷ゆい2，伊藤　進2，白倉茉由子2，元栄薫子2，中務秀嗣2，竹下暁子2，
 平澤恭子2，安達みちる3，榊原みゆき4，猪子香代2，小国弘量2，永田　智2
2．Compressed SENSE 併用頭部 TOF-MRA の画質評価
 （東京女子医科大学画像診断・核医学科）阿部香代子，鈴木一史，石㟢海子，大橋良子，坂井修二
3．軽度認知障害において頭部 MRI 白質病変が認知機能に与える影響
 （東京女子医科大学神経内科）関　美沙，吉澤浩志，久保田愛，星野岳郎，白井優香，遠井素乃，北川一夫
4．2 つの mTOR 複合体によるヒストンメチル化の協調的制御機構
 （東京女子医科大学 1 大学院，2 病理学（第一））原地美緒1，増井憲太2，柴田亮行2
特別講演　19：00～20：00 座長（画像診断・核医学科）坂井修二
認知症のアミロイド PET～タウ PET も含めて最近の話題を中心に～
 （近畿大学医学部附属病院早期認知症センター）石井一成
当番世話人：（東京女子医科大学画像診断学・核医学）　坂井修二
共　　　催：東京女子医科大学・エーザイ（株）　　　　　　　　
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妊娠糖尿病における分娩後耐糖能異常のリスク因子の
検討
（内科学（第三）） 柳澤慶香　
　妊娠糖尿病（GDM）は妊娠中にはじめて発見または発
症した糖尿病に至っていない糖代謝異常であり，妊娠中
の 75g 糖負荷試験（OGTT）で空腹時血糖値 92mg/dL
以上，1時間値180mg/dL以上，2時間値153mg/dL以
上のうち 1ポイント以上を満たした場合に診断される．
GDMは周産期合併症を増加させるだけでなく，将来の2
型糖尿病発症頻度が高いため分娩後のフォローアップが
重要である．GDM女性の分娩後の糖代謝異常に関連す
る因子を明らかにすることは，そのフォローアップに役
立つと考えられる．そこで，我々はGDM患者の分娩 1
～3か月後に施行したOGTTでの耐糖能異常に関連する
臨床的因子を明らかにすることを目的とし検討を行った．
　対象は東医療センターで管理したGDM患者で，妊娠
20週未満に診断された30名（B20w群），妊娠20週以降
に診断された118名（A20w群）である．分娩後平均58.0
±13.3 日に OGTTを施行し，その結果と母体臨床因子，
分娩結果との関連をみた．
　分娩後OGTTの結果，B20w群では9名（30％），A20w
群では 35名（30％）に耐糖能異常を認めた．B20w群で
はGDM診断のために施行したOGTTの異常ポイント数
が多いことが，A20w群では GDM診断時に測定した血
糖コントロール指標の一つであるグリコアルブミン高値
が分娩後耐糖能異常の独立したリスク因子であった．
　これらのリスク因子を持つ症例には特に注意し，出産
後のフォローアップを行い，2型糖尿病の早期発見に努
める必要がある．
　　　　　　　　　　
学会・研究会抄録
第 34 回吉岡弥生記念講演会
（第 358 回東京女子医科大学学会例会）
日　時：平成 30 年 5 月 22 日（火）13：25～16：00
会　場：東京女子医科大学　弥生記念講堂
対　象：本会会員，本学学生・教職員，一般
 （司会）幹事　尾㟢　眞
挨　　拶 会長　吉岡俊正
平成 30年度（第 57 回）吉岡弥生研究奨励賞授与式　13：30～13：40
　選考経過報告 理事長・学長　吉岡俊正
　トランスジェニックマウスと iPS 細胞を用いた
　コネキシン 45 変異による家族性不整脈症候群の病態解明 循環器内科学　助教　西井明子
平成 29年度（第 56 回）吉岡弥生研究奨励賞受賞者研究発表　13：40～14：00
 （座長）副会長　清水京子
　妊娠糖尿病における分娩後耐糖能異常のリスク因子の検討 内科学（第三）柳澤慶香
第 34回吉岡弥生記念講演　14：15～16：00
　挨　　拶 理事長・学長　吉岡俊正
 （座長）会長　吉岡俊正
　弥生先生を語る 本学名誉教授，昭和 31 年卒業生　橋本葉子先生
　つなぐ　拡げる ピアニスト　松下佳代子氏
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